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　このたび、再び隠岐島前病院の院長を拝命いたしました。2001 年から
2020年まで本院の院長として地域医療に尽力し、その後2021年より4年間、
隠岐島前病院で働きながら、島根大学総合診療医センターにおいて、島根県
全域を見据えた総合診療医の養成に携わってまいりました。
　いま、少子高齢化と生産年齢人口の減少が進むなか、地域医療の持続可
能性が問われております。こうした時代において、島前地区で私たち医療者が
果たすべき責務は、一人ひとりの命と生活を支え、地域全体の健康と福祉を
守ることであります。そのためにも、職員一丸となり、住民の皆さまと誠実に向
き合い、対話を重ねながら、地域に根ざした医療を実現してまいります。
　これからも、安心と信頼の医療を提供できるよう努めてまいりますので、変
わらぬご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

白石　吉彦
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黒谷 一志 前院長　退任のご挨拶
　この度、令和 7年 3月31日をもって、隠岐島前病院院長を退任致しました。
　振り返ると、平成 19 年 4月から3年間、そして平成 30 年 4月から7年間、計
10年間隠岐島前病院で勤めさせて頂き、地域医療の一端を担うことができました。令
和 3年 4月から4年間は院長として勤めさせて頂きましたが、コロナ対応、職員不足と

いった難局もあり、皆様にご心配をおかけする事も多くあったかと思います。その中でも多くの方 に々ご支援いた
だき、改めて感謝の気持ちでいっぱいです。今後も再任される白石院長をはじめ全職員が、住民の皆さまに頼
りにされる、より良い医療を提供し続けていくことを確信しております。
　私自身は飯南病院に移りますが、引き続き島根の地域医療に貢献出来るよう尽力して参ります。
　最後に、これまでのご支援、ご協力に深く感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

黒谷　一志

　西ノ島町内の事業者と株式会社ぐるなびがタッグを組んで、新たなお土産を開発しました。
　その名も『さざえのキモち』(フィナンシェ)です。
　このフィナンシェ、実は「サザエの肝」が入っているんです！サザエの肝が入っ
ているといっても、フィナンシェ1つに対して微量しか入っていない為、サザエ
の肝の独特な苦みなどもほとんど感じられません。一方で、西ノ島の海のミネ
ラルが豊富に含まれているサザエの肝が、「うまみ成分」の役割を果たし、フィ
ナンシェのおいしさが増しています◎
　また、実はもう1つ西ノ島町の食材が含まれています。それは、「ツルアラ
メ」という海藻です！ツルアラメが入ることで焼き上がりの生地がよりふっくら
とし、美味しいフィナンシェが完成しました。
　そして、パッケージは「かなぎ漁」で使われている「箱メガネ」をイメージし
た形になっています。周りには西ノ島の景勝地がイラストで描かれており、可愛
らしい印象に仕上がっています。是非一度、手に取ってみてください！
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令和7年4 月中旬より
西ノ島町内のお土産店等で販売開始

▲ 箱メガネをイメージした形のパッケージ
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令和 7年 3月10日（月）、西ノ島町は、株式会社タイミーとの間で、双方の資源を活かした事業に協働で取
り組むことにより、多様な担い手の確保を通じた町内の経済活性化を推進することを目的として『包括連携協定』
を取り結ぶこととなり、締結式を執り行いました。
西ノ島町といたしましては、人手不足解消に対する施策の一つとして、株式会社タイミーと連携することで今後、
町内の各産業において、スポットワークを活用することにより、年間を通じた雇用機会の創出が可能となり、関係
人口の創出、移住定住につながり、ひいては、人口減少対策にもつながることを期待しております。

担い手の確保を通じた経済活性化
　株式会社タイミーと包括協定を結びました

▲ 「人手不足の解消になれば…」と会見で話される坂栄町長 ▲ 協定書を手にする、坂栄町長（左）と葛西マネージャー（㈱タイミー）

４月１日（火）から役場窓口の
受付時間を見直します。

令和７年

＜ お問い合わせ先 ＞ 西ノ島町役場 政策企画課　☎ 08514 - 6 - 0028

　これまで、各種証明などの交付受付は 17時 30 分までと
しておりましたが、郵便局での住民票の写しや各種証明の発
行などが浸透し、来庁者が少なくなっていることから、役場
窓口の受付時間を見直すことといたしました。
　時間外勤務を前提とした労働形態を解消することで、職員
のワークライフバランスを実現しながら、町民の皆様に安定
したサービスの提供を図ってまいります。

８：３０ ～１７：００
受付時間

役場庁舎の全フロア
中央公民館

対象施設



3　広報西ノ島 4月号

　このたび、再び隠岐島前病院の院長を拝命いたしました。2001 年から
2020年まで本院の院長として地域医療に尽力し、その後2021年より4年間、
隠岐島前病院で働きながら、島根大学総合診療医センターにおいて、島根県
全域を見据えた総合診療医の養成に携わってまいりました。
　いま、少子高齢化と生産年齢人口の減少が進むなか、地域医療の持続可
能性が問われております。こうした時代において、島前地区で私たち医療者が
果たすべき責務は、一人ひとりの命と生活を支え、地域全体の健康と福祉を
守ることであります。そのためにも、職員一丸となり、住民の皆さまと誠実に向
き合い、対話を重ねながら、地域に根ざした医療を実現してまいります。
　これからも、安心と信頼の医療を提供できるよう努めてまいりますので、変
わらぬご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

白石　吉彦

令和７年４月

隠岐島前病院に 白
し ら い し

石 吉
よ し ひ こ

彦 院長  再任

黒谷 一志 前院長　退任のご挨拶
　この度、令和 7年 3月31日をもって、隠岐島前病院院長を退任致しました。
　振り返ると、平成 19 年 4月から3年間、そして平成 30 年 4月から7年間、計
10年間隠岐島前病院で勤めさせて頂き、地域医療の一端を担うことができました。令
和 3年 4月から4年間は院長として勤めさせて頂きましたが、コロナ対応、職員不足と

いった難局もあり、皆様にご心配をおかけする事も多くあったかと思います。その中でも多くの方 に々ご支援いた
だき、改めて感謝の気持ちでいっぱいです。今後も再任される白石院長をはじめ全職員が、住民の皆さまに頼
りにされる、より良い医療を提供し続けていくことを確信しております。
　私自身は飯南病院に移りますが、引き続き島根の地域医療に貢献出来るよう尽力して参ります。
　最後に、これまでのご支援、ご協力に深く感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

黒谷　一志

　西ノ島町内の事業者と株式会社ぐるなびがタッグを組んで、新たなお土産を開発しました。
　その名も『さざえのキモち』(フィナンシェ)です。
　このフィナンシェ、実は「サザエの肝」が入っているんです！サザエの肝が入っ
ているといっても、フィナンシェ1つに対して微量しか入っていない為、サザエ
の肝の独特な苦みなどもほとんど感じられません。一方で、西ノ島の海のミネ
ラルが豊富に含まれているサザエの肝が、「うまみ成分」の役割を果たし、フィ
ナンシェのおいしさが増しています◎
　また、実はもう1つ西ノ島町の食材が含まれています。それは、「ツルアラ
メ」という海藻です！ツルアラメが入ることで焼き上がりの生地がよりふっくら
とし、美味しいフィナンシェが完成しました。
　そして、パッケージは「かなぎ漁」で使われている「箱メガネ」をイメージし
た形になっています。周りには西ノ島の景勝地がイラストで描かれており、可愛
らしい印象に仕上がっています。是非一度、手に取ってみてください！

西ノ島町
の

西ノ島町
の

新たなお土産が完成しました
さざえのキモち

令和7年4 月中旬より
西ノ島町内のお土産店等で販売開始

▲ 箱メガネをイメージした形のパッケージ


